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本書は、池田潔教授による 地域中小企業論 （ミネルヴァ書房、 年）、 現代中小
企業の自律化と競争戦略 （ミネルヴァ書房、 年）に続く、 冊目の単著である。











































第 章 中小企業の ・ の取組実態




































ら地域の中小企業に ─ ─ （構造─行動─成果）モデル、新規設備投資、取引慣行の
相違、熟練技能者の地域粘着性、地場産業における地域間問屋機能の相違、地域固有の産
業発展歴史等の諸要因によって、各地域の中小企業行動を説明できるとする。









るために利他的なビジネス 、 損失なし、配当なし の企業とする。
日本では、社会的問題解決と組織存続の両立を可能にする収益構造をもつ革新的な事業
のことを ソーシャル・ビジネス（ ） と呼び、このような事業を本来業
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調査の結果、 仮説 ． や に取り組む下請企業は“自律型下請企業”であ
る に関して、自律型下請企業であるから積極的に実施しているといえるものが 従業員











































































それは 知足型経営 、 節度ある経営 として、環境・資源問題とも融和的に地域・社
会と共生することに通じるとされる。すなわち、第 部と第 部を結びつける概念とし
て、 知足型経営 が提起されていると理解される。




















第 に、以上と関連して、本書の重要な である 知足型経営 、 節度ある
経営 について、より詳しく知りたいと思われる。著者は、中小企業の規模拡大志向につ
いて、 どのあたりで定常状態にするかが一つのポイント とし、 ベンチャー企業以外の
中小企業経営者は自分の会社という思いが強く、そもそも他人資本を入れて上場しようと
までは考えていないことが多い としている。ここからは、 知足型経営 、 節度ある経
営 の判断基準として 株式上場か、未上場か が重要視されているようである。逆に言






また、各都道府県に設立されている 中小企業家同友会 では、 良い会社をつくろ
う 、 良い経営者になろう 、 良い経営環境をつくろう というスローガンのもと、多く
の会員企業が 中小企業ならではの存在価値を示せる市場があり、節度ある経営をしなが
らキラリと光る小さな企業を目指している という。ここでも 中小企業 の範囲が広い
ことから、どのあたりの 中小規模企業 を想定するかで視点が異なってくることも考え
られる。
第 に、こうした問題の延長上に、中小企業（あるいは企業）を 個 として見るのみ
でなく、 群 として見る必要性を改めて想起させ、政策的視点への重要性が示唆される。
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間よし） 精神は 企業 にとって原点とも言うべき視点であり、現代社会ではとかく忘





















（ミネルヴァ書房、 年 月 日刊）
